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組合員や地域の皆さんとのコミュニケーションが深まることを願い、作成したレポートです。
コープこうべの取り組みを「3つの柱」やSDGs（持続可能な開発目標）を基調に編集しています。コミュニケーションレポートとは
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コープ商品は、組合員の声から生まれた生協独自の商品です。
「こんなの欲しいな」「もっと使いやすくなったらいいな」
そんな声に寄り添う商品をお届けしています。

コープ商品について

コープこうべ商品 日本生協連コープ商品

2つのコープ商品の力を合わせて
　「コープこうべ商品」と、全国の生協の組合員の
声を元に開発している「日本生協連コープ商品」の
2つのコープ商品の強みを生かし、組合員の力を
合わせて、くらしに貢献しています。

コープ商品のコンセプト「想いをかたちに」
　組合員と生産者がつながって、想いをかたちにし、育てていく。みんなが安心し、笑顔になれる。これがコープ商品です。

想いをつないで、これからも。フードプランは35周年を迎えています
　「食べる人だけではなく、つくる人も、作物や動物、産地の自然まで
含めて、健全で幸せであること。そんな社会をつくりたい。それがきっ
と、持続する食の未来につながるから。」そんな願いを込めて生まれた
「フードプラン」は2026年、35周年を迎えています。
　持続可能な食の未来のために、これからも食べる人とつくる人の
「顔が見える関係」を大切にします。

大切にしたい5つのこと

組合員の声に
寄り添って

安全と安心を
大切に

確かな品質と
利用しやすい
価格で

持続可能な
社会やくらしの
ために

生産者・
組合員・職員が
つながり、

みんなで育てる

生産者との交流
　組合員・職員と、生産者がつながり、相互理解を深めて
います。2025年度は、のべ1242人の組合員が産地交流・
学習会に参加し、生産者との交流を深めました。

食品工場の想いを引き継いで
　2025年3月に稼働を終了した六甲アイランド食品工場
生産品のうち、42品目が日本生協連コープ商品に生まれ
変わっています。食品工場で培ってきた商品づくりの想い
を引き継ぎ、これからもおいしさに磨きをかけていきます。

パンの製造を引き継いだ工場を見学する組合員多くの組合員が産地で生産者と交流
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はかるたいせつPROJECT

　10月、「ほんとうの『食の安全』を考える」をテーマにイベ
ント「商品検査の日に学ぼう」を開催しました。多様な食品
をバランス良く食べることでリスクの低減につながることや、
健康に関するさまざまな
情報に惑わされないよう、
情報を見極める大切さな
ど、食の安全の基本的な
考え方を学びました。

　「はかるたいせつプロジェクト」は、商品検査センター開設50周年の2017年にスタートしました。
商品はもちろん、一人ひとりの食習慣などを「はかる（計る、測る、量る）」ことで、
“健康づくり”のきっかけとなるような取り組みをすすめています。 はかるたいせつプロジェクト 検索

2025年度、商品検査センターでは、商品検査（3654件）による商品チェック、
商品お申し出調査（2722件）により組合員の声に応える活動を実施しました。
詳細は広報誌『Hakaru（はかる）18号』をご覧ください。

食品安全に関する情報の紹介や、健康づくりの取り組みをすすめています

～「健康でいきいきとした毎日」はみんなの想い～

　感染症予防や食中毒予防の基
本は手洗いです。手の汚れを調べ
る測定器を使った体験を通して、
正しい手洗い手順の普及活動を
行っています。

カラダをはかる

　「フレイル」とは、病気ではないけれど、年齢とともに筋力
や心身の活力が低下した状態のこと。オンラインアンケー
トや学習会を開催しフレイル予防について伝えています。

はかるをひろめる
　店舗の共済相談会などで、健康への関心を高めてもらう
よう、測定器を使った健康測定を実施しました。また、健康
状態やライフステージに合わせた保障を提案し、保障を見
直すきっかけづくりを行っています。

　兵庫県内、大阪府内
の生協の仲間と共に
「健康チャレンジ」を実
施しました。自分が選
んだ健康づくりのプロ
グラムを継続できるよ
うサポートしました。

健康チャレンジ

　西宮市保健所、西宮栄養士会と共催で、野菜を十分にとり、
バランスの良い食事を啓発する活動「野菜を食べよう ベジ
活キャンペーン」を行いました。東京大学の佐々木敏先生考
案の「ＢＤＨＱ質問票」を活用した食習慣チェック、ベジ
チェック®による野菜摂取レベルの体験、栄養相談などを実
施。旬の食材釣りゲーム
や食べ物の栄養成分にま
つわるゲームなどもあり、
子どもたちにも楽しんで
もらいました。

たべるをはかる

さとし
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202 5年  特別な思いを寄せて

「共に備えるプロジェクト２０３０」を始動しました
平和の尊さを学びました

　終戦から80年を迎え、組合員と学びを深めてきました。未

来を担う子どもたちと戦跡を巡る旅や平和の映画会、学習会

を開催。改めて今のくらしが当たり前ではないことに気付きま

した。戦争を二度と繰り返さないよう、体験を語り継ぎ、歴史

を学び、平和の尊さを未来につないでいきます。

沖縄の戦跡を巡る親子

語り部の話を聞く中学・高校生

被爆地・広島の戦跡を自転車で巡る旅

阪神・淡路大震災から30年
　私たちのまち、くらしに甚大な被害を与えた「阪神・淡路大震災」から30年あま
りが経過しました。計り知れない傷や悲しみを経験しながらも前を向いて歩んで
こられたのは、多くの仲間とのつながり、励まし、支え合いがあったからです。

終戦から80年
　多くの尊い命が奪われた戦争の終結から80年が過ぎました。私たち生協の
活動には、平和への願いが息づいています。1981年から40年以上続いている
募金活動「平和のカンパ」には、組合員の大切な願いが込められています。

　節目を迎えた今、災害に「備え

る」さらなる一歩を踏み出します。

食料備蓄の習慣づくりや避難場所

の確認、訓練など、自らができる備

えを考え、また過去の体験から、住

民同士が助け合い、つながること

を大切にしていきます。困ったとき

こそ、寄り添い、安心を与えられる

存在になるよう、共に備え、未来へ

つないでいきます。

地域の方々のつながりを深める協同購入グループ

「備える」ことの大切さを伝える売り場

防災訓練を行う地域住民

　長崎平和のカンパ寄贈の旅に参加した中学・高校生
が、報告の一環として学んだことをまとめた新聞が、神
戸新聞社主催の「ことまど新聞コンクール」で大賞を
受賞しました。
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2 02 5年  特別な思いを寄せて

協同組合を学び直し、仲間との連携も深めました

　11月、「協同組合の役割と可能性の再考」と題したワーク
ショップをオンラインで開催し、大学生や若手職員がドイツ
の若者と交流。ドイツの農村協同組合の創設者ライファイ
ゼンと日本の生協の父、賀川豊彦について学び、助け合いの
精神を大切にする協同組合への期待を改めて感じました。

　国連の決議に基づき、今後10年ごとに「国際協同組合

年」を設けることを決定しました。これからも協同組合同

士のつながりを大切に、より一層SDGsの達成に向けた

取り組みをすすめ、助け合い、支え合い、やさしさがあふ

れる地域社会の実現をめざしていきます。

2025国際協同組合年
　国連は、さまざまな分野でSDGs(持続可能な開発目標)に貢献している協同組合を評
価し、その認知の向上を図ろうと、2025年を2012年に続き２回目の国際協同組合年に
定めました。

　これを受け5月、「国際協同
組合年に当たり協同組合の
振興を図る決議」が衆議院本
会議、参議院本会議で採択さ
れました。

協同組合の仲間が協力して実施したかいぼりの様子

26



地区別 活動エリア

大阪市（西淀川区、東淀川区、淀川区）、
豊中市、池田市、吹田市、高槻市、
茨木市、箕面市、摂津市、島本町、
豊能町、能勢町

尼崎市、伊丹市、宝塚市、川西市、
猪名川町

西宮市、芦屋市

神戸市（東灘区、灘区、中央区、兵庫区、
長田区、須磨区）

神戸市（北区）、西脇市、三木市、
小野市、三田市、加西市、丹波篠山市、
丹波市、加東市、多可町

神戸市（垂水区、西区）

明石市、加古川市、高砂市、南あわじ市、
洲本市、淡路市、稲美町、播磨町

姫路市、相生市、豊岡市、赤穂市、
養父市、朝来市、宍粟市、たつの市、
市川町、福崎町、神河町、太子町、
上郡町、佐用町、香美町、新温泉町、
京都府京丹後市

大阪北地区

第１地区

第２地区

第３地区

第４地区

第５地区

第６地区

第７地区

第４地区

第７地区

第５地区

第３地区

第２地区

第１地区

大阪北地区

第６地区

コープこうべでは、活動エリアを８つに区分し、
エリアごとに地区本部を設置しています。
各地区本部は、行政や地域団体との連携・協力を強め、
地域のニーズをきめ細かく把握し、
活動・事業を推進しています。

8つの地区について
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アンケートのお願い
今後の報告書づくりの参考に
させていただきますので、
皆さんのご意見・ご要望を
お寄せください。右上のQRコード®を
読み取って、入力をお願いします。

2026年6月発行

名　　称 生活協同組合コープこうべ

設　　立 1921年（大正10年）

所 在 地 〒658-8555
 兵庫県神戸市東灘区住吉本町
 1丁目3番19号

出 資 金 348.5億円

供 給 高 2429.2億円

組合員数 169万8630人

世帯加入率 47.0%
※活動区域の世帯数に占める組合員数の割合

活動区域 兵庫県全域・京都府京丹後市、
 大阪府北部（大阪市淀川3区、
 豊中市、池田市、吹田市、高槻市、
 茨木市、箕面市、摂津市、島本町、
 豊能町、能勢町）

事業内容 宅配や店舗で食品を中心とした
商品の供給事業を実施。くらしに
関するさまざまな領域の事業活
動を展開し、組合員や地域の皆さ
んと共により良いくらし、地域、社
会の実現に取り組む

職 員 数 9039人

事 業 所 住吉事務所／1カ所
 地区本部／8カ所
 店舗／129店舗
 協同購入センター／22事業所

コープこうべ概要
（2026年3月31日現在）

コープこうべグループの紹介

㈱コープムービング
●貨物運送事業
●物流センター構内作業
●地域担当業務　など

●折込チラシセット業務
●福祉用具レンタル業務

阪神友愛食品㈱
●リサイクルに関する業務
●食品の包装業務　など

●知的障がい者の職業訓練

㈱コープフーズ
●すし、惣菜類、弁当、パン類の製造販売
●「まいくる」・中学校給食などの給食事業
●インストアベーカリー「小麦の森」の運営事業

㈱コープ環境サービス
●施設の清掃・警備・保守管理　●店舗検収業務
●ホームサービス事業
●再生可能エネルギーを利用した発電事業　など

㈱協同食品センター
●農産品・水産品・畜産品などの加工、盛り付け、包装　など

コープ住宅㈱
●増改築リフォームの企画・設計・施工・アフター管理　など

㈱コープエイシス
●各種保険　●収納代行

㈱コープライスセンター
●精米加工業　など

㈱ゆうあいサポート
●リサイクルに関する業務　●施設内の清掃業務

コープこうべ  コミュニケーションレポート2026
編集・発行／生活協同組合コープこうべ 広報室

Instagram
https://www.instagram.
com/coopkobekoho/

ホームページ
https://www.kobe.coop.or.jp

㈱コープエコファーム
●農産物生産・販売事業 ●農業体験学習事業
●貸農園事業 ●太陽光発電事業




